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パ ネ ル

失
っ

た

霊

魂
だ
っ

た
の

か
。

中
世
の

葬
送
儀
礼、

と

り
わ

け
律

僧
の

霊
魂

観
念
の

な

か

で
、

霊

肉
関
係
は
ど
の

よ

う
に

理

解
さ
れ

て

い

た
の

か
、

と

い

っ

た

質
問
が

な
さ
れ

た
。

岡
田
の

発
表
に

対
し
て

は
、

韓
国
で

の

動
物

慰
霊
行
事
に

対
す
る

仏
教

、

儒
教、

キ

リ
ス

ト
教
そ
れ
ぞ

れ
の

反
応
に

つ

い

て

質
問
が

な

さ
れ
た

。

井
上
の

発
表
に

対
し
て

は、

現
在
大
き
く

変
化

し
て

い

る

韓

国
社
会
の

葬
礼
文
化
と
の

関
連
に

お

い

て
、

預
修
斎
や
四

十

九

斎
の

担
っ

て

い

る

意
味
に

つ

い

て

質
問
が

な

さ
れ
た

。

　
そ

の

後、

フ

ロ

ア

の

参
加
者
か

ら
も

、

い

く
つ

か

の

貴
重
な
コ

メ
ン

ト

や

質
疑
が

出
さ
れ

た
。

佐
藤
の

発
表
に

対
し

て

は
、

「

カ

ミ
に

な

る
」

と

い

う
ヒ

ト
ガ

ミ

信
仰
と、

「

カ

ミ

に

す

る
」

と

い

う
「

供
養
の

文

化
」

と

の

闇
に

は

断
絶
が

あ
り、

ス

ト
レ

ー
ト
に

は

つ

な
が

ら

な
い

の

で

は
な
い

か、

松
尾
の

発
表
に

対
し
て

は、

死

者
供
養
文
化
の

形
成
に

お

け
る
大
き

な

枠
組
み
と

し

て

は
、

密
教
が

果
た

し

た

役
割
が

重
要
で

は

な
か

っ

た

か
、

と

い

っ

た

質
問
が

出
さ

れ
た

。

ま
た

岡
田

の

発
表
に

対
し

て

は
、

実

験

動
物
供
養
と
、

献
体
さ
れ

た

死
者、

ペ

ッ

ト

を
は
じ

め

蚕
や

食
品
な
ど

有
用
動
物
の

供
養
と

の

類
似
や

差
異
に

つ

い

て
、

井
上

の

発
表
に

対
し

て

は、

韓
国
に

お

け
る
四

十
九
斎
に

つ

づ

く

年
忌
法
要
の

現

状
や、

死
者
供

養
と

グ
リ

ー
フ

ワ

ー
ク

と
の

関
連
な
ど
に

つ

い

て

の

質
問
が

あ
り

、

活
発

な

意
見
交
換
が

行
な
わ
れ
た

。

　

発
表
者
の

応
答
に

つ

い

て

は

割
愛
す
る
が

、

こ

れ
ら

の

質
疑
は、

今
後

の

個
別
研
究
や

共
同
研
究
の

進
展
に

生
か

さ

れ

る

は

ず
で

あ
る

。

「

死

者
」

を

視
野
に

入
れ
た

生

活
世
界
の

再
構
築
は

、

重

要
な

今
日

的
課
題
で

あ

り、

「

死

者
供
養
」

を

単
に

仏
教
文

化
の

付
随
現

象
の

ひ

と

つ

と

し

て

で

は
な

く
、

宗
教
学
が

取
り

組
む

べ

き
「

救
済
」

の

テ
ー

マ

と

し
て

位
置
づ

け
て

い

く
視
点
も
重
要
に

な
る

で

あ
ろ
う

。

宗
教
間
対
話
の

思
想

　

　

ー
歴

史
的
諸
相
と
そ

れ

ら

の

対
話

1

代
表
者
・

コ

メ

ン

テ

ー

タ
・

司
会

　
八

巻
和
彦

ノ

ー

ジ
ャ

ン

の

ギ
ベ

ー
ル

と

イ
ス

ラ

ー

ム

矢

内

義

顕

　
一

二

世
紀
初
頭

、

北
フ

ラ
ン

ス

の

ノ

ー

ジ

ャ

ン

修
道
院
長
ギ
ベ

ー

ル

ハ
一

〇
五
五

年
頃
ー
一

＝
一
五

年
頃）

は、

第
］

回
十
字
軍
（
一

〇
九
六

年
ー
九
九

年
）

の

歴
史
を

記
述
し

た
『

フ

ラ

ン

ク
人
を
通
し

て

な

さ

れ
た

神
の

業
』

（
∪

巴

O
Φ
。゚

B
℃

臼
閃
『

国

昌
oD

ω）

の

第
一

巻
で

、

「

聖
な
る

戦
争
」

（

ロ

掃
躍
簿

。゚

四

昌
o

富
）

の

思
想、

東
方
教
会
の

堕
落
と

い

う
誹
謗
・

中
傷、

そ

し

て

異

端
者
ム

ハ

ン

マ

ド

の

断
罪
を

展
開
す
る

こ

と

に

よ

り、

フ

ラ

ン

ク

人
を
中
心
と
し
た
エ

ル

サ

レ

ム

へ

の

軍
事
的
な

遠
征
を
正
当
化
す
る

。

そ

の

特
徴
の

幾
つ

か

を

挙
げ

よ

う
。

　

第
一

に
、

本

書
の

中
に

は
、

宗
教
間
対
話
の

思

想
は

お

ろ

か

東
西
教
会

の

対
話
と

い

う
思
想
も
ま

っ

た

く

見
出
さ

れ

な
い

。

そ
こ

で

展
開
さ

れ
る

の

は

十
字
軍
遠
征
を
「

聖
な

る

戦
争
」

と

し
て

正

当
化
す

る
思

想
で

あ

る
。

一

〇
五

四
年
の

東
西
教

会
の

断
絶
は、

こ

の

著
作
に

も
色
濃
く
影
を

落
と

し

て

い

る
。

ギ
ベ

ー
ル

は

東
方
教
会
の

教
理
的
・

倫
理
的
堕
落
と

政

治
的
な

荒
廃
を

断
罪
し
、

こ

の

堕
落
に

対
す
る
神
の

罰
と

し

て

ム

ハ

ン

マ

ド
が
登

場
し

た

と

考
え
る

。

そ

れ

ゆ
え、

こ

の

異
端
に

苦
し

め

ら

れ
る

東

方
教

会
を

救
い

、

聖
地
エ

ル

サ

レ

ム

を
奪
回
す
る
た

め

に、

教
埋

的
・

倫
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理
的
な

純
粋
さ

を
保
持
し
て

き

た

西
方
教
会
か

ら
フ

ラ

ン

ク

人
を

中
心
と

し
た

十
字
軍
が

派

遣
さ
れ

る

こ

と

は、
「

神
の

業
」

に

他
な
ら

な
い

と
主

張
す
る

の

で

あ
る

。

し
か

し、

ギ
ベ

ー

ル

の

東
方

教
会
へ

の

憎
悪
と
敵

対

心
は
、

彼

個
人
に

限
ら

れ
る

も
の

で

は

な

く、

当

時
の

西
欧
世
界
が
共

有

す
る

も
の

で

あ
っ

た
。

　

第
二

に
、

ギ
ベ

ー

ル

は
、

ム

ハ

ン

マ

ド
と

イ
ス

ラ
ー

ム

に

関
し

て
、

文

書
資
料
で

は

な
く、

お

そ

ら

く
十
字
軍
遠

征
か

ら

帰
還
し
た

人
々

が

も
た

ら
し
た

口

頭
の

情
報
か

ら

得
て

お

り、

そ
の

中
に

は、

一

二

世
紀
初
頭
と

し
て

は

正

確
な

情
報
も
わ

ず
か

に

含
ま
れ
て

い

た

が
、

大

部
分
は

著
し

く

歪
曲
さ
れ
た

も
の

で

あ
っ

た
。

し
か

し、

彼
は

ム

ハ

ン

マ

ド
に

関
す
る

悪

評
の

真
偽
を

問
わ

ず
、

た
だ
悪
人
と

決
め

つ

け、

正

確
な

情
報
を

得
よ

う

と

は

し

な

い
。

西

欧
の

中
世

世
界
は

、

こ

の

よ
う
に

歪

曲
さ

れ
た
ム

ハ

ン

マ

ド
、

イ
ス

ラ

ー

ム

像
を
修
正
す
る

こ

と

は

な
か
っ

た
。

　

第
三

に
、

こ

れ
と

の

関
連
で、

ギ
ベ

ー
ル

が

ム

ハ

ン

マ

ド

の

宗

教
を
キ

リ
ス

ト

教
と

は

異
な
る

宗
教
と

見
な
し
た

の

か、

そ

れ
と

も
、

キ
リ
ス

ト

教
の

異
端
と

見
な

し

た

の

か

が

問
題

と
な

る
。

実
際

、

本
書
に

お

い

て

は
、

ム

ハ

ン

マ

ド

に

「

異
教
徒
」

（

冨
屮窺
帥

葺
瞬
Φ

⇒

昏
靄）

と
い

う
語
が

使

用
さ

れ
て

い

る

か

ら
で

あ
る

。

原
則
的
に

は、

彼
は
、

ム

ハ

ン

マ

ド

を、

東
方
教
会
の

堕
落
か

ら

生
じ
た

、

ア

リ
ウ

ス

派
に

も

匹

敵
す
る

新
た

な
異

端
と

見
な
し

て

い

た

と

思
わ
れ
る

。

つ

ま

り
、

「

異
教

徒
」

と

い

う
語
は、

彼
の

異
端
性
と

東

方
教
会
の

堕
落
を
よ
り

強
調
す
る

た

め

に

用
い

ら
れ

て

い

る

の

で

あ

る
。

　

最
後
に

、

ギ
ベ

ー

ル

が

東
方
教
会
を
誹

謗
す
る
際、

無
酵
母
パ

ン

と

酵

母
パ

ン
、

三

位
一

体
の

問
題
を

持
ち

出
す
が、

こ

の

点
に

つ

い

て

述
べ

て

お

く
こ

と

が

あ
る

。

彼
は

『

自
伝
あ
る
い

は

孤

独
な
歌
』

e
Φ

≦
ξ

誓
舛

゜。

貯
 

ζ

皀
o
α

ご
 ）

の

中
で
、

若
い

頃
、

当
時
は

ま

だ
ベ

ッ

ク

の

副
修
道

院
長
だ

っ

た
カ

ン

タ
ベ

リ
ー
の

ア
ン

セ

ル

ム

ス

か

ら

教
え
を

受
け
た

こ

と

を

記
し

て

い

る
。

こ

の

ア

ン

セ

ル

ム

ス

は、

無
酵
母
パ

ン

と

酵
母
パ

ン

の

問
題
に

つ

い

て
、

そ

れ

を
「

人

間
の

考
え

の

多
様
性
」

（

犀

儀

ヨ
餌

コ
o

毎
ヨ

。゚

Φ

ロ
・゚

口
＝

B
臼
ぐ
Φ

凄
津

簿
Φ
ワ゚

〉

と

し、

寛
容
の

姿
勢
を
示
し、

ま

た

聖
霊
の

発

出
（
哨

蕪
o
ρ

偉

色

の

問
題
に

つ

い

て

も、

『

聖

霊
の

発
出
に

つ

い

て
』

を

執
筆
し

、

東
方

教
会
に

対
し

て
、

西
方
教
会
の

立

場
を
理

性
的
論
証
と

聖

書
解
釈
に

よ
っ

て

弁
明
し

た
。

ギ
ベ

ー

ル

は

無
論
こ

の

こ

と
を
知
ら
な

い
。

ま

た

ア

ン

セ

ル

ム

ス

は
、

神
学
的
な

主

著
［、
神
は

な
ぜ

人
間
と

な
っ

た
か
』

に

お

い

て、

ユ

ダ
ヤ

人
、

異
教
徒
も

キ

リ

ス

ト

教
徒
と
同

等
に

理

性
を

有
し

て

い

る
以
卜、

受
肉
の

理

性
的
根
拠
を
探
求
し、

あ
る

程
度
は

理

解
す
る

こ

と

が
で

き

る

と

い

う

確
信
を

表
明
し

た。

ギ
ベ

ー
ル

も
、

『

受
肉
に

つ

い

て
u

ユ

ダ
ヤ

人
を
論

駁
す
る

』

（
→

蕁
臼
讐
蕩
ユ
¢

70

彎ー

コ
簿

怠
o
⇒
Φ

oo

葺
轟

冒
伍
鋤
Φ
o
ω
∀

を

執
筆
し
て

い

る

が、

こ

の

点
に

関
す
る

両
者
の

関
係
に

つ

い

て

は
、

今
後
の

検
討
の

課
題
と

し
た
い

。

ラ

テ
ン

人
へ

の

憎
悪
を

超
え

る

　

ー
ベ

ッ

コ

ス

の

転
向
に

つ

い

て

ー橋

川

裕

之

　

＝
一

八
五

年
二

月
五

日、

ビ

ザ
ン

ツ

帝
国
の

首
都
コ

ン

ス

タ

ン

テ

ィ

ノ

ー
プ

ル

に

お

い

て、

終
結
ま

で

半
年
を
要
す
る
こ

と

に

な

る、

重

大
な

会

議
が

開
催
さ

れ

た
。

こ

の

会
議
に

は

皇
帝
ア

ン

ド

ロ

ニ

コ

ス

ニ

世
パ

レ

オ

ロ

ゴ

ス

（

一

二

八
ニ

ー

＝
二

二

八
年）

と

コ

ン

ス

タ

ン

テ

ィ

ノ

ー

プ

ル

総

176Q268）

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


